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（目的） 

第１条 この事業は，認知症等により徘徊のおそれのある高齢者等（以下「徘徊高齢者等」 

という。）が行方不明になった場合に，地域の支援を得て早期に発見できるよう関係機

関等の支援体制を構築し，徘徊高齢者等の安全とその家族等への支援を図ることを目的

とする。 

（事業内容） 

第２条 前条の目的を達成するために，次のことを行うものとする。  

 ⑴ 徘徊高齢者等の把握 

 ⑵ 地域の関係機関等との緊急連絡体制及び支援体制の構築 

⑶ 第５条に規定する事前登録の運用  

⑷ 地域における徘徊高齢者等やその家族への支援 

⑸ 本事業の普及啓発 

（事業の対象者） 

第３条 事業の対象とする徘徊高齢者等は，次に掲げる者とする。 

⑴ 海田町内に住所を有する概ね６５歳以上のものであって，徘徊のおそれのある者 

 ⑵ 前号に定める者のほか，町長が必要と認める者 

（地域の支援体制） 

第４条 第２条の事業を円滑に実施するため，徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク（以下

「ＳＯＳネットワーク」という。）を構築する。 

２ ＳＯＳネットワークは，海田町，海田警察署，地域の協力機関等から構成するものと

する。 

３ 前項の協力機関等は次のとおりとし，海田町とＳＯＳネットワーク事業に関する協定

書を締結する。ただし，広島市安芸消防署については協力依頼書をもって，協定書の代

わりとする。 

⑴ 海田町自治会連合会 



⑵ 海田町民生委員児童委員協議会 

⑶ 広島市安芸消防署 

⑷ 海田町消防団 

⑸ 芸陽バス株式会社 

⑹ 前各号に掲げるもののほか，町長が必要と認めた機関 

４ ＳＯＳネットワークの円滑な運営及び連携を図るため，必要に応じ会議を開催するこ

とができる。 

５ ＳＯＳネットワークの事務局は，福祉保健部長寿保険課に置くものとする。 

（事前登録及び登録の変更等） 

第５条 この事業を利用する者は，海田町徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク事前・緊急登

録票（別記様式第１号）及び同意書（別記様式第２号）により，登録及び同意した者（

以下「登録者」という。）とする。 

２ 前項により登録した内容に変更が生じたとき，又は当該登録を取下げるときは，海田

町徘徊高齢者等ＳＯＳネットワーク登録変更・取下届出書（別記様式第３号）を町長に

提出するものとする。 

３ 町長は，登録者の情報を海田警察署に提供するものとする。 

（支援要請） 

第６条 海田警察署や家族等から，海田町徘徊高齢者等ＳＯＳネットワークの登録者の行

方不明による支援の要請があったときは，協力機関等に情報を提供するものとする。 

２ 未登録者についても，緊急時には登録者と同様に対応できるものとする。 

３ 本人発見等により支援要請が終結した場合は，情報提供を行った関係機関に対し，終

結報告を行うものとする。 

（個人情報の取扱い） 

第７条 個人情報は，海田町個人情報保護条例（平成１７年海田町条例第６号）の規定に

よるものとし，プライバシー保護の観点から特に慎重に取り扱うものとする。 

（委任） 

第８条 この要綱に定めるもののほか，事業の実施に必要な事項は町長が別に定める。 

附 則 

この要綱は，公布の日から施行する。 

  附 則（平成２４年６月１４日告示第６１号）  


